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4. 使用方法

取扱い説明書および保証書
（本書）：1枚

1. 付属品の確認

(S/PDIF)

TS550F

TS550F

TS550F

TS550F

無音

5～6

【入力インジゲーター】
リモコンの INPUT ボタンで入力の切替ができます。

1

【SOUND】
低音の補充機能のON/OFFを表します。

ONにした場合は自動的に低域音を補充し、赤色のランプが点灯します。

（ダイナミック・バス・ブースト）

2

【音量】
現在の音量を表示します。（0~63 段階）

3

1

2

3

リモコンの電池電池交換について

【使用電池：リチウム電池 CR2032】

リチウム電池を廃棄する場合は必ず端子（＋、－）をセロハンテープなど粘着性
の絶縁テープで覆い、自治体の指示に従って廃棄してください。

リチウム電池は小さいものになりますので、お子様の手の届かないところで
保管してください。重大な事故につながる場合があります。

電池の交換後はかならずふたを閉め、ネジの閉め忘れにご注意ください。

（★）

①（★）位置のねじをドライバーで
　取りはずし、ふたを開ける。

②電池を外し、交換する
　※新しい電池の裏表を確認して交換してください▲

CR2032
＋

▲

▲

③電池を交換したらふたを閉め、ねじを
　確実に閉めてください。

※ねじは精密ドライバーで取り外してください。

【リモコン】

※リモコンの電池は工場出荷時、サンプル品がセットされています。
電池が消耗し正常に動作しない場合は電池交換をしてください。

1

2

3

4

【電源ボタン】
ボタンを押すと電源がON/OFFします

1

【音量ボタン】
63段階の音量調整ができます（0~63）

2

【INPUT ボタン】
入力信号を選択します。
アナログ入力→USB オーディオ入力→光デジタルの
順番に入力が切り替わります。

4

3 【SOUNDボタン】
低音の補充機能をON/OFFします。
ONにした場合、再生音量と入力信号の大きさに
応じて自動的に低域音を補充します。
（ダイナミック・バス・ブースト）

【左スピーカー表示パネル】

TS550F は全て専用リモコンで操作してください。

TS550F の接続方法

3. 各部の名称と接続について

TS550F

( ストレートケーブル）



お買い上げいただきまして、ありがとうございました。
本製品を正しく安全に使用いただくため、使用を開始する前に必ず、この取扱説明書の
「安全上の注意」をお読みになり、十分ご理解下さい。使用方法、メンテナンスの説明も、
併せてよくお読み下さるようお願い申し上げます。

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全にお使いいただき、あなたや他の
人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしていま
す。その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読み
ください。

1.ご使用の前に

2.絵表示の表記について

3.異常時の処置について
警告

この記号は注意（警告を含む）しなければならない内容を示しています。

この記号は行動を強制したり指示したりする内容を示しています。

この記号は禁止（してはいけないこと）を示しています。

万一煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま使用すると火
災・感電の原因となります。すぐに販売店に修理をご依頼ください。
お客さまによる修理は危険ですから絶対おやめください。

万一内部に水や異物等が入った場合は、電源プラグをコンセントから抜いて販
売店にご連絡ください。

万一本機を落としたり、カバーを破壊した場合は、電源プラグをコンセントか
ら抜いて販売店にご連絡ください。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を
負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が損害を負う可能性
が想定される内容および物的損害の発生が想定される内容を示してい
ます。

警告

注意

1. 安全上の注意

5.使用環境について
警告

この機器に水が入ったり、ぬらさないようにご注意ください。火災・感電の原因
となります。雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は特にご注意ください。

風呂場、シャワー室等では使用しないでください。火災・感電の原因となりま
す。

表示された電源電圧（交流 100 ボルト～240 ボルト 50Hz/60Hz）以外の電圧で
使用しないでください。火災・感電の原因となります。

船舶などの直流（DC）電源には接続しないでください。火災の原因となります。

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となることが
あります。

6.使用方法について

警告

窓を閉め切った自動車の中や直射日光が当たる場所など異常に温度が高くなる
場所に放置しないでください。火災の原因となることがあります。

テレビ、オーディオ機器、スピーカー等に機器を接続する場合は、機器の取扱説
明書をよく読み、電源を切り、説明に従って接続してください。
また、接続は指定のコードを使用してください。

電源コードを熱器具に近づけないでください。コードの被ふくが溶けて、火災・
感電の原因となることがあります。

本機のすき間などから、内部に金属類や燃えやすいものなどを差し込んだり、落
とし込んだりしないでください。火災・感電の原因となります。特にお子様のい
るご家庭ではご注意ください。

本機のカバーを外したり、改造したりしないでください。内部には電圧の高い部
分があり、火災・感電の原因となります。内部の点検・整備・修理は販売店にご
依頼ください。

4.設置について
警告

電源コードの上に重い物をのせたり、コードが本機の下敷きにならないように
してください。また、電源コードが引っ張られないようにしてください。
コードが傷ついて、火災・感電の原因となります。

付属の電源コードはこの機器のみで使用することを目的とした専用部品です。
他の電気製品ではご使用になれません。
また電源コードは本製品に付属のもの以外は使用しないでください。

移動させる場合は、電源スイッチを切り必ず電源プラグをコンセントから抜き、
外部の接続コードを外してから、行ってください。コードが傷つき火災・感電の
原因となることがあります。

ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定な場所に置かないでください。
落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあります。

注意

電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ張らないでください。コードが傷つき
火災・感電の原因となることがあります。必ずプラグを持って抜いてください。

本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、湿気あるいはほこりの多い場所に置か
ないでください。火災・感電の原因となることがあります。

電源スイッチを切っても、電源の供給は停止しません。電源の供給を完全に停
止するためには、電源プラグをコンセントから抜く必要があります。
旅行などで長期間、ご使用にならない時は安全のため必ず電源プラグをコンセ
ントから抜いてください。

本機に乗ったり、ぶら下がったりしないでください。特にお子様はご注意くだ
さい。倒れたり、壊れたりしてけがの原因となることがあります。

電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張った
り、加熱したりしないでください。コードが破損して火災・感電の原因となりま
す。コードが傷んだら（芯線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼ください。

雷が鳴り出したらアンテナ線や電源プラグには触れないでください。感電の原
因となります。

注意

お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントから抜いて行ってくださ
い。

7.保守点検について

内部の掃除は販売店などにご相談ください。内部にほこりがたまったまま、長
期間掃除をしないと火災や故障の原因となることがあります。特に湿気の多く
なる梅雨期の前に行うとより効果的です。
なお掃除費用については販売店などにご相談ください。

注意

本製品は家庭用オーディオ機器です。下記の注意事項を守ってご使用ください。

8.その他の注意事項

一般家庭用以外での使用（例：公演会場、大規模店舗などにおけるコンサートや
ライブ等の用途を目的とした長時間使用、車両、船舶への搭載、屋外での使用な
ど）はしないでください。

音楽信号の再生を目的として設計されていますので、測定器の信号（連続波）な
どの増幅用には使用しないでください。

ハウリングで製品が故障する恐れがありますので、マイクロフォンを接続する
場合はマイクロフォンをスピーカーに向けたり、音が歪むような大音量では使
用しないで下さい。

スピーカーの許容入力を超えるような大音量で再生しないでください。

1. 各部名称とはたらき

故障かな？と思ったらチェックしてみて下さい。
ちょっとした操作ミスが故障と思われがちです。また、本機以外の原因も考えられま
す。ご使用の他の機器および、同時に使用している電気機器もあわせてお調べ下さい。
以下の項目に従って再度点検されても直らないときは、お買い上げの販売店・または当
社までお問い合わせ下さい。

電源が入らない

●電源プラグがコンセントから抜けていませんか？
　電源プラグを正しく差し込んで下さい。
●電源プラグが本機の電源コードソケットから抜けていませんか？
　電源プラグを正しく差し込んで下さい。
●本機や接続外部機器の電源がONになっていますか？
●ACアダプターの抜き差しを行う場合
本製品の ACアダプターを抜き差しする場合は、ACアダプターを電源コンセントから
抜いた後、15 秒以上あけてから差し込んでください。

音が出ない／雑音が出る
●接続ケーブルが端子から外れている。または、間違えて接続されていませんか？確実
に接続して下さい。
●端子や接続ケーブルのプラグが汚れていませんか？端子や接続ケーブルのプラグの
汚れを拭きとって下さい。
●本機の入力切り替えは再生している機器とあっていますか？正しく切り換えて下さ
い。
●長時間大音量の再生を行なうと本機の保護機能が作動します。原因を確認した後、
電源スイッチを入れ直して下さい。
●テレビのデジタル音声入力を「PCM」に設定してください。詳しくはお使いの機器の
取扱い説明書をご覧ください。

●スピーカーケーブルの片方が外れていませんか？
確実に接続して下さい。それでも片方のスピーカーから音が出ない場合は、接続ケーブ
ルやスピーカーケーブルが断線していないか確認して下さい。

片方のスピーカーから音が出ない

●リモコンの電池がなくなっていませんか？
　新しい電池に交換してください。
●本機から離れた場所で操作していませんか。
　リモコン受光部との距離が 6ｍ以内の距離で操作してください。
●リモコンの信号を遮る障害物がないか確認してください。

リモコンが動作しない

故障かな？と思ったら

音質調整、効果設定

静電気など、外部からの影響により本機が正常に動作しないことがあります。
このような時は、電源スイッチを一度切り、再び電源スイッチを入れることで正常動作
になる場合があります。これで解決しないときは、お買い上げの販売店または当社にご
相談ください。
また、長年ご使用に際し、下記のような症状が見られましたら、故障や事故防止のためす
ぐに使用を中止し、電源プラグをコンセントから抜き、当社に点検をご依頼ください。

● 電源コードや電源プラグが異常に熱くなる。
● 電源コードに裂け目やひび割れがある。
● 電気が入ったり切れたりする。
● 本体から異常な音、熱、臭いがする。

●本機のお手入れを行う際は、必ず電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてく
ださい。
●汚れやほこりは、やわらかい乾いた布でふき取ってください。
汚れがひどいときは、水にひたした布をよく絞ってふき取り、乾いた布で仕上げてく
ださい。
●お手入れの際は、ベンジン、シンナー、アルコール等の溶剤、または台所用洗剤は使用
ないでください。これらの溶液を使用すると、外装ケースが変質するおそれがありま
す。
●化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書きに従ってください。

製品のお手入れについて

その他

    保証とアフターサービス

※販売店の欄に記載がない場合は、保証期間内であっても場合によっては有料保証と
なる場合がございます。

■品名

■お買い上げ日

■保証期間

■販売店

TS550F

   　　　年　　　月　　　日

お買い上げ日から 1年間

●保証書は取扱説明書と併載しています。
　内容をよくお読みの上大切に保管してください。
●保証期間はお買い上げいただいた日より 1年間です。
●保障期間中に正常な使用状態において、万一故障した場合無料で修理いたします。
●保障期間中の修理など不明な点がありましたら、窓口までお問い合わせ下さい。
●保障期間経過後の修理については窓口へご相談下さい。修理すれば機能が維持でき
　る場合にはお客様のご要望により有償修理致します。

1.保証・修理について

■保証書

2.お客様窓口

オオアサ電子株式会社　〒731-2104広島県山県郡北広島町大朝3817-10
Egretta サイトお問い合わせフォーム
https://www.egretta.jp/contact/
Egretta サポートセンター
■TEL： 0826-82-7066　■FAX： 0826-82-7066
■受付時間：1 0：00～12：00/13：00～17：00
（土、日、祝日及び弊社指定の休業日は除く）
■e-mail：info@egretta.jp

取扱説明書

6.1g ( 左右 2本計）

PCM 48kHz/16bit
(S/PDIF) PCM 48kHz/24bit

(RCA)
(Type-B)

40W以下
 （本体）

 型式 TS550F（アンプ搭載ステレオスピーカー）

 AC アダプター AC入力 100V、DC出力 12V、 4A
 リモコン部

 エンクロージャー  アルミ製シームレスパイプ
 インピーダンス  8Ω

仕様

8 ㎝フェーズプラグ付 竹繊維改質リグニン  コンポジットコーン 使用ユニット

※）「改質リグニン」とは
国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所 (以下 : 森林総研 )が、内閣府の戦略的
イノベーション創造プログラム（SIP）次世代農林水産業創造技術の研究コンソシアム「SIP リグニン」の
課題内で開発した、スギ材の中に約 3割含まれるリグニンという成分から製造される新素材で、熱に強い、
加工し易い、生分解性を示すなどの性質を持つ新しいバイオ材料です。

※）


